






目的 

 新生児壊死性腸炎は消化管の虚血性壊死から,消化管穿孔,イレウスや敗血症,腹膜炎な

ど重篤な症状を呈する新生児期の重要な疾患である。原因はまだ不明な部分がある

が,Klebsiella,E.coli,Clostridium などの細菌が要因の一つとして考えられている。その

ため,Gentamicin などの腸管から吸収されない抗生物質を投与して新生児壊死性腸炎を予

防しようとする試みがある。しかし,このような抗生物質が形成過程にある新生児の腸内細

菌叢にどういう影響を及ぼすか不明である。我々はこの点を明らかにし,さらに腸内細菌叢

の中でも主要な位置を占めるBifidobacterium に対する各種抗生物質の最小発育阻止濃度

(Minimal Inhibitory Concentration,MIC)を測定したので報告する。 


